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１、人口の推移
　本市の人口は、平成２年から令和２年まで、約４,０００人減少しており、減少傾向
にあります（合併以前は旧中津市、旧下毛郡４町村の合計人口）。
　年齢別にみると、年少人口（０歳から１４歳）と生産年齢人口（１５歳から６４歳）
の割合は減少しており、６５歳以上人口の割合は年々増加しています。高齢者人口は令
和２年で、総人口の３０.０％を占め、今後も高齢化が進行すると予想されます。

第１節　人口の状況

第２章　中津市の現状
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２、地区別人口の状況
　令和３年の地区別人口規模をみると、大幡（９，０７０人）、北部（９，０２２
人）、小楠（８，６２６人）の順に大きく、山国（２，０８６人）、本耶馬渓（２，５
６５人）、三保（２，５８５人）の順に小さくなっています。
　また、年齢別にみると、全地区において高齢者人口（６５歳以上）が年少人口（０歳
から１４歳）を上回っています。特に山国、耶馬溪、本耶馬渓の山間部で高齢者人口の
割合が大きく、高齢化が進行しています。
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１、世帯数・世帯人員の推移
　中津市の総人口が減少している一方で、世帯数は増加しており、一世帯あたりの人員
は令和２年で２.２１人と、核家族化や単身世帯の増加等、年々世帯規模が縮小してい
ます。

第２節　世帯の状況
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１、高齢化率の推移
　高齢者人口の増加に伴い、高齢化率も年々増加しています。また、中津市の高齢化率
は、令和２年には３０.０％となり、日本全体の高齢化率を上回っています。全国的に
も本格的な高齢化社会を迎えているように、中津市でも高齢化が進んでいます。

第３節　高齢者の状況
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）

３、６５歳以上の高齢者単身世帯の推移
　６５歳以上の高齢者単身世帯数、総世帯数に占める高齢者単身世帯の割合について
は、年々増加傾向にあります。

２、地区別高齢化率の状況
　令和３年の地区別高齢化率をみると、山国、耶馬溪、本耶馬渓の山間部で高齢化が進
んでいることが分かります。また、中心市街地である南部においても、高齢化率が高く
高齢化が進んでいます。一方、沖代では中津市全体の高齢化率より低く、地区によって
高齢化率に差がみられます。
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１、出生の状況
　出生数は、平成１９年以降は市内の大規模工場の立地等の影響から、８００人前後で
推移していましたが、近年の出生数は減少傾向にあります。

第４節　子どもの状況

２、合計特殊出生率の推移
　合計特殊出生率は、一人の女性が一生に産む子供の平均数を示した統計指標です。中
津市では、平成１９年以降増加傾向にあり、合計特殊出生率は、現在の人口を維持する
ため必要な人口置換水準の２.０７には達していませんが、全国や大分県の指標を上回
る数値で推移しています。



− 17−

３、地区別にみた１８歳未満の子ども数の状況
　令和３年の地区別での１８歳未満の子どもの数は、大幡、沖代、北部で多く、山国、
耶馬溪、本耶馬渓では少なくなっています。地区別人口に占める１８歳未満の割合でみ
ると、山間部の山国、耶馬溪、本耶馬渓では１０％を下回っており、特に低くなってい
ます。
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１、身体障害者手帳交付者の状況
　身体障害者手帳交付者数は６５歳以上の占める割合が増加傾向にあり、令和２年は約
７５％を占めています。障がいの等級別にみた身体障害者手帳交付者数は、１級が最も
多く、２級と合わせた重度者の割合は、全体の約４７％で推移している状況です。ま
た、交付者数については全体として減少傾向にあります。

第５節　障がいのある人の状況
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資料 福祉行政報告例

資料 北部保健所報

２、療育手帳交付者の状況
　療育手帳交付者数（知的障がい児・者数）を年齢別にみると、１８歳以上が全体の約
８０％を占めています。また障がいの程度別にみると、令和２年ではＡ（重度）が３
４.６％、Ｂ（中・軽度）が６５.４％となっており、重度者よりも中・軽度者の方が多
い状況です。また交付者数についてはゆるやかに増加しており、特に中・軽度者の交付
者数の増加が特徴となっています。

３、精神障害者保健福祉手帳交付者の状況
　精神障害者保健福祉手帳交付者数については、２０年間で大幅な増加傾向にあります。
障がいの等級別にみると、２級が最も多く、全体の約６０％を占めています。直近の５年
間では、１級は横ばいに推移している一方、２・３級の交付者数は増加傾向にあります。
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１、要支援者数・要介護認定者数の推移
　平成１２年に介護保険制度が施行されて以来、要支援者数と要介護者数の合計（以下
要介護者数）は増加傾向にあります。一方、介護保険被保険者数に占める要介護者数の
割合は平成２５年をピークに減少傾向にありましたが、平成２８年から再度ゆるやかに
増加傾向にあります。

第６節　要支援者・要介護者の状況
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１、民生委員・児童委員の状況
　民生委員・児童委員に対する相談について分野別にみると、高齢者に関する相談が半
数以上を占めています。
　また、内容別の相談件数をみると、日常的な支援に関する相談が最も多く、次いで、
子どもの地域生活に関する相談となっています。

第７節　地域の福祉資源の状況
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２、ボランティア団体・参加者数の推移
　ボランティア登録参加者数は、中津市で豪雨災害が発生した平成２４年度の
５,６７６人をピークに、以降は４,０００人台で推移しています。
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３、老人クラブ加入率の推移
　中津市の高齢者全体の人数は増加傾向にありますが、老人クラブ加入率は、年々減少
傾向にあり、加入者の減少による会の解散を行った地区もあります。

４、自主防災組織の組織率の推移
　自主防災組織の組織率は、地域において防災に対する関心の増加や、中津市役所にお
いても、防災危機管理課による防災組織の組織化推進の取り組みにより、令和３年は９
９％を超える組織率となっています。
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高齢者のデイサービスの事業所数の推移

５、高齢者のデイサービスの事業所数の推移
　中津市の高齢者全体の人数は増加傾向にありますが、デイサービスの事業所数はほぼ
横ばいで推移しています。
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第３章　第３次中津市地域福祉計画の振り返り
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第３章　第３次中津市地域福祉計画の振り返り
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